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合戦原遺跡３８号墓線刻壁画の移設について 

 
 
 
宮城県山元町教育委員会は、同町合戦原遺跡３８号墓の線刻画について、下記

の日程で移設作業を実施し、無事に終了したので報告する。今後は背面処理・

表面処理等を実施し、将来の保存・活用に資する予定である。 
 
 
○作業工程 
 
４月中    表面強化 
５月 ９日  分割準備 

表打ち 
以降、順次  剥ぎ取り準備 

表面固定 
剥ぎ取り 

５月２９日  奥壁全ての剥ぎ取り作業終了 
６月     施工業者工房（京都市）への輸送 

   
＊工程の詳細については、別紙参照。 
 
 
なお、４月２９日に報道及び専門家（保存科学・考古学・県内行政担当者）向

け、５月１日に一般町民向けの現地公開・説明会が実施された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
羨道部に作業用テントを設置      剥ぎ取り作業終了（５月２９日）   

 資料６  
 

古墳壁画の保存活用に関する検討会（第２０回） 

Ｈ２８．６．１０ 



合戦原遺跡 宮城県山元町
第３回 発掘調査現地説明会資料
～38号横穴墓・線刻画の移設について～

日時 平成 28 年 4月 29 日（金）13：30 ～ / 平成 28 年 5月 1 日（日）13：00 ～ 主催 山元町教育委員会

―宮城病院地区 防災集団移転促進事業・災害公営住宅建設事業に伴う発掘調査－
かっ せん はら  い せき

   １．調査要項

合戦原遺跡は、阿武隈山地から東に延びる標高 15 ～ 35m の丘陵及び中位段丘上に立地しています。

遺跡は、これまでの調査成果から、古墳時代中期末～後期の集落、前方後円墳１基を含む古墳群、古代

の窯業・製鉄遺跡として知られていました。

今回の調査は、東日本大震災の復興事業に関連する防災集団移転促進事業・災害公営住宅建設事業（宮

城病院地区）に伴うもので、平成 25 年度に確認調査（試掘）を行い、その結果を受け、平成 26 年 8

月から本格的な発掘を開始しました。

平成 26 ～ 28 年度の調査では、古墳時代終末期から奈良時代にかけての横穴墓 54 基、古代の竪穴

建物跡 2 軒、製鉄炉跡 3 基、木炭窯跡 20 基、焼成土坑・土坑 60 基などを確認しました。これらの

成果の中で特筆すべきものとして、38 号横穴墓の玄室奥壁で「線刻画」が見つかったことが挙げられ

ます。「線刻画」は、横穴墓の壁に線を刻んで絵を描いたもので、本遺跡では、「鳥」や「人」などと考

えられるさまざまな図柄が確認されています。その多様な図柄の「線刻画」は県内初の事例で東北内で

も稀有な存在と言えます。

 

第１図 合戦原遺跡の位置および周辺の主な遺跡

２．合戦原遺跡の概要ー平成 26 ～ 28 年度の主な調査成果ー

遺 跡 名：合戦原遺跡（宮城県遺跡登録番号 14014）

所 在 地：宮城県亘理郡山元町高瀬字合戦原地内

調査原因：宮城病院地区

防災集団移転促進事業・災害公営住宅建設事業

調査主体：山元町教育委員会生涯学習課

調査協力：文化庁、独立行政法人国立文化財機構 奈良文化財研究所

宮城県教育委員会、東北歴史博物館

調査期間：試掘・確認調査 平成 25 年度

本発掘調査 平成 26 年 8 月～平成 28 年 5 月（予定）

調査面積：約 13,000 ㎡（対象面積約 89,000 ㎡）

担当職員

【平成 25 年度・確認調査】

○山田隆博・丹野修太（山元町）

◎森秀之（北海道恵庭市）/草場啓一・小鹿野亮（福岡県筑紫野市）

【平成 26 年度・本発掘調査】

○山田隆博（山元町）

□大友邦彦（宮城県）/長橋至 (山形県 )/ 小淵忠司 (岐阜県 )/

石川智紀 (新潟県 )/ 東影悠 (奈良県 )/ 御嶽貞義（福井県）

【平成 27 年度・本発掘調査】

○山田隆博・千尋美紀（山元町） ◎木下晴一（香川県）

□佐藤則之・高橋洋彰・下山貴生・長内祐輔（宮城県）/

長橋至（山形県 )/ 小淵忠司 (岐阜県）/飯坂盛泰 (新潟県 )/

杉山一雄 (岡山県 )/ 伊藤智樹（千葉県）

【平成 28 年度・本発掘調査】

○山田隆博・小淵忠司・清水勇希（山元町）

◎城門義廣（福岡県）/星野惠美（福岡県福岡市）

□髙橋洋彰・下山貴生(宮城県)/長橋至(山形県)/飯坂盛泰(新潟県)

 ※○：町職員（任期付職員・臨時職員含む）/◎：町直接派遣職員 /□：県派遣職員】

 ※（ ）内：派遣元
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【38 号墓の特徴】

玄 室：平天井、規模 幅 3.6ｍ・奥行 3.2ｍ・高さ 1.7ｍ

※54 基中、最も玄室の規模が大きい

墓 道：幅 1 ～ 2ｍ・長さ 15ｍ

出土遺物：須恵器（甕・長頸壺）、土師器（坏・高坏・壺）

金属製品（装飾付大刀・直刀・刀子・不明品）

玉類（切子玉・勾玉）

年 代：7 世紀後半～ 8 世紀前半頃

追 葬：２回程度（初葬も含めると 3 回程度使用か？）

閉塞状態：遺構検出時は、横穴墓の入口は未開口

（横穴墓の存在すら不明な状態）。

堆積土の観察・遺物の出土状況から、38号墓は廃絶後、

早い段階で羨道部の岩盤が崩れ、入口が塞がったと考

えられる（→現状で、後世の追刻はなしと判断）

３．38 号横穴墓の特徴と線刻画
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38 号墓

写真３ 合戦原遺跡横穴墓遠景（上が北）

※38 号墓： その他の特徴的な横穴墓：
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写真２ 38 号墓玄門付近 土の堆積状況（南東から）
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【38号墓の線刻画の概要】

線刻箇所：玄室奥壁・両側壁・天井

特に奥壁に様々な図柄が描かれている。

線刻内容：人物・動物（鳥）・器財（靫・サシバなど）

木の葉・その他不明な線

※線の深さに違いがあり、追葬時に描き足

された可能性が高い。

線刻①

線刻①（左：不明＋葉？、中央：不明＋葉、右：人物） 線刻②（左：さしば？、中央：家 or 盾？、右：靫？）
※線刻の解釈については今後も検討が必要

38 号横穴墓・玄室奥壁立面正射画像（S=1/20）

線刻③

線刻②

線刻④

線刻③（動物：鳥？） 線刻④（人物）

羨道
玄門

玄室

側面図（横からみた図）

平面図（上からみた図）

墓道

閉塞溝

閉塞石

天井

参考：横穴墓の模式図と各部名称
側壁

側壁

奥
壁

ゆぎ

おくへき そくへき

き ざい

写真４ 合戦原遺跡 38 号墓奥壁で確認した線刻画



平成２５年 5 月    試掘確認調査の開始

平成２６年 8 月    本格的な発掘調査開始

平成２７年 ３月 ８日 第 1 回現地説明会（来跡者約 220 名）

５月２６日 38 号墓玄室奥壁に線刻画を発見

７月２５日 第 2 回現地説明会（来跡者約 450 名）

８月２１日 第 1 回検討会

—現状の認識および今後の方針について検討。

以後、砂を固める室内実験開始。

９月１４日 第 2 回検討会

—現地保存、移設等、あらゆる可能性について技術的な部分での具体的な検討。

１０月２２日 第 3 回検討会

—移設する際の壁面の取り扱いについての検討。砂を固める室内実験継続。

近接する 36 号墓での現地実験（壁面硬化実験）を行うことに決定。

以後、36 号墓での現地実験開始。

１１月 ２日 第 4 回検討会

—具体的な壁面硬化・移設方法の検討。

１２月２１日 36 号墓での取り出し実験（１回目）

１２月２４日 第 5 回検討会

—具体的な壁面硬化・移設方法の検討。

（36 号墓での実験結果を基に検討）

取り出し実験を継続することに。

平成 28 年 １月 ４日 第 6 回検討会

—具体的な壁面硬化・移設方法の検討。

壁面硬化実験→1 週間後取り出し実験。

１月３０日 第 7 回検討会

—具体的な壁面硬化・移設方法の検討。

壁面硬化のための薬剤がほぼ決定。

２月 １日～ 36 号墓での取り出し実験（2 回目）

３月 ４日 第 8 回検討会

—2 回目の実験結果を基に、具体的な移設

方法の検討。

３月 ９日～ 36 号墓での取り出し実験（3 回目）

４月 ８日 第 9 回検討会

—3 回目の実験結果を基に、具体的な移設

方法の検討。

移設保存とすることを決定。

ブロックごとに取り出す方針に。

４月１２日～ 38 号墓側壁で取り出し実験

４月２８日 第 10 回検討会

—移設方法について最終決定。

４月２９日 報道公開・専門家向け公開

５月 １日 第 3 回現地説明会（町民向け）

５月 ９日～ 38 号墓「線刻画」移設作業開始予定

４．山元町合戦原遺跡 38 号横穴墓「線刻画」保存に係るこれまでの協議経過



現地説明会資料 2016.4.29 

 

山元町合戦原遺跡第３８号墓線刻画の移設保存について 
 

1. 方針 

土壁面を強化・固定し，形状を保持した状態で分割して取り出し，各パーツを再強化・

固定し，最終的に連結して一体化させる。 

 

 

2. 対象資料の特性・移設保存上の課題 

①極めて脆弱：表面は非常に柔らかく，接触等で容易に毀損される。土壁そのものも極

めて軟弱(高湿下でようやく保持している。乾燥すると崩落・落盤の危険あり)。 

→いずれの方法をとる場合でも，このままの状態では不可能。 

②複数の土質が積層：砂岩，シルト岩，一部に軽石，亜炭等を含有している。下層部が

泥層で被覆されている(表層だけと推定)。 

→異なる土層境界での破断・折損の危険性が大きい。 

→泥層では処理薬剤の含浸が阻害される。 

③水分：内部は高湿環境，土壁の含水量も多い。外気の状態によっては結露を生じる。 

→処理薬剤の含浸が阻害される。 

 

3. 工程 
No 工程 方法 

1 表面強化① (乾燥)→有機シリケート系土石強化剤含浸 
●4 回に分けて合計 14 L 含浸 

2 表面強化② (乾燥)→有機溶媒含浸→アクリル系樹脂含浸  ● 8 L 含浸 

3 分割準備 分割線確定→マーカー埋設 

4 表打ち アクリル系樹脂で接着。1 層：ガーゼ，2・3 層：ビニロンクロス(二重) 

5 取り出し作業

準備 
作業空間確保：上部・両側面・床面の掘削，搬出動線，仮置き場 
安全確保：支保工設置 



6 分割 分割切り込み→塩ビシート挿入 

7 表面固定 フレーム設置(木，金属)→硬質発泡ウレタン吹きつけ・包埋→全体連結→水平・

垂直線確認(復元用) 

8 取り出し 厚さ 5-15cm 程度で。取り出し順序参照 

9 背面処理 余分な土砂除去→アクリル樹脂含浸・強化 

10 背面固定 FRP による固定→フレーム組み込み(水平・垂直確認) 

11 表面処理・成形 表面ウレタン・表打ち除去→補修(欠損・剥離・破断面等処理) 

 

 
表面強化① 表面強化② 表打ち 天井掘削 

 
表面固定(フレーム設置) 表面固定(ウレタン包埋) 取り出し(掘削) 取り出し 

 

4. 試験・検討経過 

 

 主題・対象 内容 

室

内

実

験 

表面強化 
 

検体：採取土砂を固めたもの。現地の類似土質を切り出したもの 
薬剤：主剤(組み合わせ)，溶媒(水系・非水系，蒸発速度=速・遅)，濃度 
含浸法：方法(噴霧，塗布，放射，注入，スポンジ)，回数 
前処理：乾燥法，溶媒含浸 
【2015/9/9～】 

取り出し法 表面養生：養生材，接着剤 

取り出し：手順，治具，工具，表面・背面固定(バックアップ) 

剥ぎ返し・成形法 

【2015/11～】 

現

地

試

験 

36 号墓左壁 室内実験の成果を元に，壁面を縦に9分割してそれぞれ条件を変えた強化処理を行い，

取り出しを実施。課題点抽出。【10/22,11/13,11/27,12/21-22】 

36 号墓左壁奥 泥層への効果的な含浸法検討を目的に，壁面を縦に 9 分割してそれぞれ条件を変えた

強化処理を行い，課題点抽出。取り出しも行い，作業上の課題点を抽出。 

【11/27,12/9,1/4,1/11-12】 

36 号墓左入口 表面強化②の樹脂選択・含浸法確定を目的に，壁面を縦に 5 分割してそれぞれ条件を

変えた強化処理を行い，取り出しを実施。課題点抽出。【11/27,12/9,1/4,1/20-23,1/28-29】

36 号墓奥壁 表面強化時の乾燥法，表面強化②の樹脂選択，大面積での取り出し作業上の課題点抽

出，線刻転写の確認等を目的に，壁面に模擬線刻を施し，縦に 4 分割してそれぞれ条

件を変えた強化処理を行い，取り出しを実施。【2/4,2/12,2/24,3/1-4】 

36 号墓右壁 表面強化①②施工。壁面に模擬線刻を施し，フレームを設置して分割取り出しを実施

(→反転成形=室内) 【3/9,3/17,3/24,4/2-8】 

38 号墓左壁 表面強化①②施工。フレームを改良し，さらに本番を想定したサイズでの分割取り出

しを実施(→反転成形=室内) 【3/9,3/17,3/24,3/30,4/7,4/12,4/16-25】 

本

番 
表面強化① 有機シリケート系薬剤含浸【3/17,3/24,3/30,4/7】 

表面強化② アクリル樹脂含浸【4/26】 


